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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  令和６年度  

第２回西脇市こどもプラザ運営委員会  

開催日時  令和７年２月 17日（月）  

午後２時～３時 30分  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 会議室１  

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  
８人           

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  
２人  

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数  
５人  

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由  ―  

傍聴人の数  １人  

議題又は協議事項  １  こどもプラザの利用状況について  

２  令和７年度事業計画（案）について  

３  こ ど も プ ラ ザ キ ッ ズ ・ ジ ュ ニ ア サ ポ ー タ ー

について  

４  こどもプラザの運営について（意見交換）  

会議の記録（概要）  

発言者   

○開会  

 

○部長あいさつ  

 

事務局  

 

挨拶  

会議の記録（概要）  

発信者   

 

〇会議成立の報告  

委員８名の出席により委員会成立の報告  

 

〇傍聴者の報告  

１名傍聴の報告  

 

 

事務局  
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委員長  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

委員  

 

 

 

 

委員長  

 

 

○議事  

 みらいえは、老若男女問わず様々な世代が集いとても

賑やかである。西脇市には、多世代が集うことができる

場所であるみらいえがあること、改めてこのような施設

の大切さを感じた。  

 議事１、こどもプラザの利用状況について、事務局か

ら説明をお願いする。  

 

○会議資料１に基づき、事務局から説明  

 

 議事２、令和７年度事業計画（案）について、事務局

から説明をお願いする。  

 

〇会議資料２に基づき、事務局から説明  

 

令和７年度事業計画（案）について、何か意見はない

か。  

  

 児童館事業キッズ・ジュニアサポーターの、中学生の

参加について、部活を終えた３年生は、２、３か月の活

動であれば参加可能である。１、２年生もこのような活

動に参加させたいが、土日開催は部活動と重なり、長期

にわたる活動は難しい。単発的な活動であれば参加する

ことが可能である。  

２月中頃になると来年度の学校年間計画案が概ね立っ

ている時期である為、こどもプラザから情報を発信して

もらい今後につなげていけたら良いのではないか。  

 

 小中学校の年間行事はもう分かっているのか。  

 

 この時期になると、ほぼ計画が立っている。中学校で

は、このような子どもが主体となる活動をさせたいが、

難しいところがある。こどもプラザにこのような活動場

所を作ってもらえたら嬉しい。  

 

こどもプラザと小中学校が情報共有し、年間で調整す

ることで継続した活動へとつながっていくと思う。今後

検討してほしい。他に意見はないか。  
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委員  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

資料を見ると児童館の対象は、０歳から 20歳までと書

かれている。 20歳までの利用となると、どのような事業

が対象となるか。  

 

 児 童 館 の 対 象 は 概 ね 18歳 ま で で あ る が 、 高 校 卒 業 後

の 18歳 か ら 20歳 ま で の 間 は 、 社 会 に 関 わ ら な い 年 代 、

少 し 孤 立 し て し ま う こ と が 多 い 年 代 で あ る 。 全 国 児 童

館 連 絡 協 議 会 で も 、 対 象 は 20歳 ま で に し て い く と 言 わ

れ て い る 。 利 用 者 と し て 、 ま た 、 サ ポ ー ト 役 と し て 、

こ ど も プ ラ ザ を 利 用 し て も ら い た い 。 先 日 の 児 童 館 ク

ッ キ ン グ で は 、 小 学 生 の 頃 に 児 童 館 ク ッ キ ン グ に 参 加

し て い た 子 が 、 ク ッ キ ン グ の サ ポ ー ト 役 と し て 参 加 し

て く れ た 。 今 後 も 、 児 童 館 を 利 用 し て い た 子 ど も た ち

が 職 員 と と も に 、 お り が み あ そ び や 、 イ ベ ン ト の サ ポ

ート役として活躍してもらえると嬉しい。  

 

 中学生の参加が少ないとのことだが、トライやるウィ

ークの受け入れはしているのか。活動の場を広げるので

あれば、市内の中学校全て受け入れ、活動につなげては

どうか。  

 

 トライやるウィークの受け入れについては、市内の４

中学校の受け入れをしている。年度によっては参加しな

い中学校もある。こどもプラザでトライやるウィークを

過ごした子どもたちに、イベントのサポートを頼むと快

諾してくれる子も中にはいる。  

 

 他の委員、意見や質問はないか。  

 

おやこ交流教室内で撮られている写真について検討し

てほしいことがある。以前の委員からも切なる要望とし

て出ていると思うが、活動中の写真をいただきたい。お

やこ交流教室のルールとして、活動中は目の前にいる子

どもと全力で関わることに重きを置き、写真撮影は不可

となっている点は十分に理解している。しかし、活動中

の様子をどうしても残したい。業者対応が難しければ、

ＨＰなどを利用し、参加者しか閲覧できないようにパス

ワードを設定し公開するなど、対応策を検討していただ
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委員  

 

 

 

 

委員  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

くことはできないか。  

 

 今の意見に対してだが、それは肖像権の問題があると

思う。小中学校では、学校通信やＨＰ掲載にあたり、年

度当初に全保護者対象に、承諾書を提出してもらい確認

をとっている。保護者に承諾をとられてはどうか。  

 

 こどもプラザでは、教室や事業実施前に必ず写真撮影

の承諾の確認をとられている。懸念されるのは自分のこ

ども以外をＳＮＳにアップするようなことなの か。  

 

 口頭の確認のみでは難しいところがあると思う。少し

前の時代の保護者と、現在の保護者では携帯の使い方が

違うように感じる。様々な考えをもつ保護者の方がいる

ため、気を付ける必要があるのではないか。小中学校で

は、保護者対象にＳＮＳについての講演会を開催するが

全ての方に聞いていただけていないのが現状である。  

 

 以前から、意見をいただいているが、できていないの

が現状である。おやこ交流教室生の方は、教室の約束を

十分に理解して参加していただいていることに感謝して

いる。昨年度の３市１町のフェスティバルでは、西脇市

の保護者の方は全力で子どもと関わり、写真を撮る姿は

なかったと同行した職員から嬉しい報告を受けている。

今後、良い策がないか検討していきたい。  

今年度の写真については、教室の振り返り時にお見せ

する予定をしている。  

  

 行政の立場では様々な手続きがあり難しいと思う。今

後、西脇市の様々な部局で情報を共有し、コンプライア

ンスや個人情報保護の面など考慮しながら、検討してい

っていただきたい。  

 他の委員から意見はないか。  

 

 週に１、２回、学習支援でみらいえに来ているが、子

どもたちが怪我をした時など、こどもプラザの職員の方

の対応は素晴らしい。子どもたちに寄り添って、いつも

関わっておられる。  
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委員長  

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 他に、意見はないか。  

 

 写真の件だが、みらいえの児童館ができる前、子育て

学習センター時代も教室に参加していた。その時代は写

真撮影禁止のきまりはなく、家族で写真を見ながら楽し

かったことなどを共有することができた。今はＳＮＳが

普及し様々な面で気を付けなければいけない。また、教

室としての位置づけもある。未就学の段階から、写真撮

影をせず親子で学ぶ場として、とても素晴らしいと感じ

ている。          

キ ッ ズ ・ ジ ュ ニ ア サ ポ ー タ ー 会 議 に つ い て は 、 我 が

子 も 参 加 し て い る 。 子 ど も の 視 点 で の 活 動 を 重 視 し て

も ら え 、 メ ン バ ー 同 士 だ け で な く 、 イ ベ ン ト 参 加 者 と

も 交 流 す る こ と が で き 、 と て も 良 い 経 験 を さ せ て も ら

っている。  

今回、キッズ・ジュニアサポーターに参加している子

どもたちが、中高生になった時、サポーターとして参加

できなくても、自分たちがやってきたことを思い出し、

こどもプラザが居場所であったということを、きっと気

付く日がくると思う。  

 中高生の参加が少ないということであるが、中高生は

部活や勉強などで忙しく長期にわたる活動は難しいと自

分の子どもを見ていても思う。委員の意見にあった単発  

的な活動をアナウンスしていただきたい。  

 

 他に、意見や質問はないか。  

 

 多岐にわたる事業計画であり来年度も楽しみである。  

 私は加西市在住であるが、加西市でもジュニアリーダ

ーという活動がある。歴史もあり夫も子どもの頃に参加

していた。我が子も参加し、中高生になった時は、サポ

ーターとしても参加していた。北播磨地区での交流もあ

ると資料に書かれているので、今後、他市とも情報を共

有してキッズ・ジュニアサポーターの活動に生かしても

らいたい。  

 

委員からの意見を、今後のこどもプラザの事業に効果

的に生かしていってもらいたい。  
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事務局  

 

委員長  

 

 

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

続いて、議事３  こどもプラザキッズ・ジュニアサポ

ーターについて事務局から説明をお願いする。  

 

〇パワーポイントにて説明  

 

 議事４  こどもプラザの運営について、議事３  キッ

ズ・ジュニアサポーターについてとあわせて意見交換を

したいと思う。  

 

 高校生はどのような位置で活動をしたのか。小学生の

サポート的な役割であったのか。  

 

 高校生は小学生のサポート役ではなく、自分の意見を

発言し会議に参加した。高校生は小学生の意見をとても

尊重し、協力して一緒に取り組んだ。今年度、参加して

くれたサポーターは、それぞれ自分の考えをしっかり持

ち発言し、お互いを認め合いながらイベントに向け準備

を進め、当日も活動することができた。  

 

 大人の考えた活動を進めていくのではなく、子ども主

体の活動を実施されていることは素晴らしいことだ。こ

ども園、小中学校でもこのような取り組みをしている。

しかし、子ども主体の活動は時間がかかる。子どもが満

足する、気持ちを高める活動は、大人の支えがないと難

しいこともある。子どもに関わる大人がどのようなアド

バイスをしていくかが、成功へのカギではないか。この

ような素晴らしい取組を、今後も広げていってほしい。  

 

 子どもたちの意見を聴くにあたり、想定できた発言、

予想を超えた発言はあったか。  

 

募集時から、イベント当日までの活動として考えてい

た。子どもたちは、イベントの企画、準備を進めていた

が、「当日のサポーターもよろしくお願いします。」と

言うと、当日の活動も参加するとは考えていなかったよ

うだった。他には、お餅つきをしたいという意見が企画

段階で出た。正直に言うと、食べ物を扱うためその意見

で決まるとどのように対応していこうかという心配があ
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委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

った。職員は、できない意見が出たとしても子どもたち

の意見を聴き、寄り添っていこうと思っている。大人も

一緒に頑張っているという姿勢を見せられたら、たとえ

失敗であっても子どもたちの心に響くのではないかと思

う。  

 

西脇こども会議に参加している子どもで、キッズ・ジ

ュニアサポーターとかぶっている子はいるか。  

 

 積極的に参加してくれる児童生徒は、両方参加してい

る。また、高校生はクラブ活動として参加されているた

め、両方参加している生徒も中にはいる。  

 

 なぜそのようなことを聞いたかというと、こども会議

での発言の中に、実際に発言したことを実現できる場が

ほしいという意見が出ていたと思う。こども会議で自分

が発言したことが、実施できる場があるということを、

今回のキッズ・ジュニアサポーターの活動を行うことで

つながっていると感じたのではないか。  

 

 昨年度のこども会議とキッズ・ジュニアサポーターど

ちらも参加している子は１名いる。委員長がおっしゃっ

たとおり、子どもたちが発言したことが、このような形

でつながっていき、今後も広がっていくことを期待して

いる。  

 

我が子が、今年度のこども会議もキッズ・ジュニアサ

ポーターも参加した。こども会議では、片山市長も来ら

れ「やってみたいことなんでも発言していいんだよ。」

という言葉を受け「ＵＳＪを西脇市に作ってほしい。」

という大きな夢を発言しプレゼンをしたことを記憶して

いる。今回、キッズ・ジュニアサポーターで発言した意

見を吸い上げてもらい、実現できたことは「自分たちで

もできるんだ！」と、子どもたちにとって大きな経験に

なったと思う。私たち保護者もそのような活動に参加さ

せてもらえ喜んでいる。  

 

 他に、全体の運営の中で意見はないか。  
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 市内の認定こども園の状況は、市役所に問い合わせる

と基本的な内容は分かるが、保育してもらえる時間など

細かなところを詳しく知ることができないため、判断材

料となる冊子がほしい。  

今年度、子育て支援ボランティアサークルハッピーネ

ーブルさんが実施された「先輩ママとの座談会」を、今

後も就園を決める前に、年に数回開催していただけたら

うれしい。  

 

 幼稚園部は定員 15名程度であり、原則幼稚園部の保育

時間は４時間である。こども園は、子どもが主体となり

園生活が充実したものとなるように柔軟な対応をしてい

る。詳細は、個々のこども園に問い合わせていただきた

い。  

 

 今年度ハッピーネーブルが開催した座談会が、数回あ

れば保護者にとって良い判断材料になると思う。私も参

加したが、先輩ママの生の声が聞け、参加していた皆さ

んは喜んでいた。このような会は有効であると考える。  

 

 冊子では、こども園の情報については基本情報が主と

なる。そのため、先輩ママの生の声は保護者の方にとっ

ては重要であると思う。こども園、保育園の募集前だけ

でなく就園を考えている保護者対象とした情報交換会の

場を検討していきたい。  

 

近くで見ることができる、身近なモデルはとても重要

である。そのような会を検討し実施してほしい。  

 

 中学校の進路説明会では、従来高校の学校関係者が来

て各校の説明をしていたが、最近は出身校の先輩が実際

に話をする機会を設けるようにした。先輩からの生の声

はとても響く。そのため、こどもプラザでも、就園前の

先輩ママとの交流会を開催されたら良いと思う。  

 一点聞きたいことがある。こどもプラザを利用する対

象は、福祉部局が考えている対象であるか。  

  

こどもプラザを利用する方は様々である。事業の中で
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委員  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

おやこ交流教室があるが、そこには参加されず大きなイ

ベントであると大勢にまぎれるので、参加できる方も中

にはある。イベントは大変であるが、そのような家庭が

来られるように、今後イベントを開催していきたい。  

  

 外国籍の親子が増えている。住みよい西脇市と謳って

いる以上、何らかの策を検討してほしい。様々な課題を

もつ保護者にとって、安心して来られるような場を作っ

ていくとは大切だと思う。  

 

 外国籍の子どもたちについては、みなみ会のしばざく

ら塾という事業がある。そこで学習支援をしている。土

日の参加も多いと聞いている。  

 

 外国籍のサポート体制を市は作られている。しかし、

こども園では、瞬時に対応しなければならない時、機器

（ポケトーク）を使ってサポートしている。親をサポー

トするところまでは十分でない部分もあるため、今後、

検討していく必要があると思っている。  

 

 こどもプラザ事業は、３事業で運営している。３事業

あることで、様々な面を幅広く対応することができるの

ではないか。個々のケースに初期対応し、コンシェルジ

ュがつなぎ目となり、専門機関へつなげ、きめ細かな対

応が必要である。   

小学校、中学校の視点から、次年度に期待する事業な

どはないか。  

 

 情報モラルについて、様々な家庭の考え方があり幼い

頃から携帯等の使用が当たり前となっている。小学校で

は、３年生以上から情報モラルのことを学ぶ機会をつく

っているがすでに遅いと感じている。就学前から、保護

者にそのようなモラルについて学ぶことができる機会を

つくることは、今後必要になってくるのではないか。  

  

小中学校は定期的に、情報モラルなどの講演会を開催

しているか。どのような方に講演を依頼しているのか。  
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委員  

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

委員長  

年１回は開催している。県警や、ＳＮＳについて詳し

い方、いろいろな方に講演会を依頼している。就園まで

に保護者が学ぶ必要があると思う。こどもプラザを利用

する保護者の方は、モラルを守り事業に参加されている

ので、ＳＮＳについても、教室の写真についてもトラブ

ルはないと思う。  

 

 こども園でも、携帯の使用について学ぶ機会は必要だ

と感じた。今後、５歳児の保護者対象に検討し実施して

いきたいと思った。  

 

 みらいえに遊びに来ている子は、ほぼ携帯を持ってい

る。勉強してからゲームや携帯で遊ぶよう声を掛けるが

保護者がいないと耳を傾けないことが多い。携帯やゲー

ムで遊んでも良いが、親子で会話をする時間をもってほ

しい。  

 

 親子で携帯使用についてのルールを作ろうとしてもな

かなかできない。各学校でもＳＮＳ使用のルールがあり

学校側から渡しているタブレットは制限をかけている 。      

子どもにとって、タブレットと携帯の認識が違う。子

どもたちは勉強のツールとして携帯を使用していること

もある。すべてが遊びで使用しているわけではないこと

は、理解しなければならないのではないか。学習の方法

が変わっていく中で、ルールを守り使用していくよう声

掛けが必要だと思う。  

 

 こども園では、保護者会でＳＮＳについての講演会を

実施することは難しい。市として小学校に上がる前に、

勉強会を検討してもらいたい。  

 

入学説明会は、ほぼ全保護者が来られるため、安全面

という観点から話をした。１つは交通安全。２つ目に話

したネットのトラブルについては、学校側も伝えていく

が、最後は各家庭、保護者の責任の下にあるということ

を伝えた。  

 

 大学生になると、レポートは紙媒体を使用しない。  
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委員  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

事務局  

 

ネットリテラシーの勉強会など、こどもプラザであっ

ても良いかと思う。今後、検討してもらいたい。  

 他に、意見はないか。  

  

夏場の噴水利用時の、着替えスペースについてだが、

「ここでの着替えは控えてください。」等の、掲示はし

てもらうことができるか。様々な方がおられるため、そ

のような掲示があると安心である。  

 

 掲示はしている。施設の職員が定期的に巡回し、保護

者と子どもが一致しているか確認している。いただいた

意見は、施設にも報告しておく。  

 

○議事終了  

 

委員の皆様から、多くの貴重なご意見をいただいた。

今後の事業運営に反映していきたいと思う。  

 

 次回の委員会は令和７年８月を予定している。  

 議事録については、要点をまとめ、ホームページなど

で公開予定である。  

 

○閉会  

 

問合せ先  西脇市福祉部こども政策課こどもプラザ  

 TEL 0795-25-2801 ／  FAX 0795-25-2220 

 

 


